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男子５０ｍ自由形 ２５″０８
この夏も、岩美中の生徒達が様々な場面で活躍

しました。

8 月 12 日（月）には吹奏楽コンクール県大会で
本校吹奏楽部が 12 年ぶりに金賞を獲得。部員の半
分は 1年生という状況の中での快挙です。

野球の第 21 回トスク杯では、8 月 10 日（土）、決勝に進んだ本校が桜ヶ丘中学校に 2 対 0 で勝
利し、2年連続 5回目の優勝を果たしました。
また、夏休みに入ってすぐに開催された県中学校総合体育大会でも、水泳の西本拓真君（2 年）

が標準記録を突破して 1位となり全国大会へ出場、陸上の中本唯愛さん（1 年）も 1位となって中
国大会へ出場したのをはじめ、各部が好成績を残しました。

その他、町内の各保育所に出向いて食育劇を披露するタベルンジャーには今年は給食委員 6名、
有志 5名の計 11名が参加、町社会福祉協議会主催の夏休みボランティア体験教室にも計 21名が参
加し、2 年生は例年 1 学期に実施していた職場体験学習を今年は夏休み中に実施しました。さらに
は運動会のシンボル作りやダンス創作にも多くの生徒が参加するなど、それぞれに忙しくも充実し

た夏休みを過ごしてくれたのではないかと思っています。保護者、地域の皆様には休み中の生徒の

生活や活動を支えていただきましたこと、心より感謝申し上げます。

県中総体の主な結果

男子バレー 弓道 （団体戦） 男子団体 ３位

予選トーナメント 対 日南中 2 - 0 ○ （個人戦） 男子 田中政大(3年)

決勝リーグ 対 湖東中 2 - 0 ○ 6位

対 桜ヶ丘中 0 - 2 ● ３位 個人戦で6位入賞を果たした
田中政大君
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陸上 水泳
1年女子 100ｍ 中本唯愛 12″ 94 1位 →中国大会出場 男子 50ｍ自由形 西本拓真（2年）25″ 08
女子 800ｍ 大森日瑚（3年）2′ 37″ 09 ６位 1位（標準記録突破）→中国・全国大会出場

男子 3000ｍ 若松寛大（3年）9′ 49″ 93 ８位 男子 100ｍ自由形 西本拓真（2年）55″ 82 1位

男子砲丸投げ 熊澤優（3年） 8ｍ 81 ８位 →中国大会出場

女子バレー 男子 100ｍ背泳ぎ 平田隼斗（2年）1′ 11″ 69 5位

予選トーナメント 対 気高中 2 - 0 ○ 男子 200ｍ背泳ぎ 平田隼斗（2年）2′ 35″ 88 ５位

対 鳥南中 0 - 2 ● 男子２００ｍ平泳ぎ 澤穂嵩（2年）2′ 55″ 57 ７位

順位決定戦 対 大栄中 2 - 0 ○ 男子４００ｍメドレーリレー（西本・平田・舟木偉世(１

決勝リーグ 対 八頭中 0 - 2 ● 年)・澤）5′ 10″ 00 ８位

対 赤崎中 0 - 2 ● 男子ソフトテニス

男子卓球 （個人戦） 片岡晃希(3年)・村上桜介(3年)ペア ベスト16

（団体戦・予選リーグ） 女子ソフトテニス

対 大山中 3 - 0 ○ 対 大栄中 3 - 1 ○ （個人戦） 山田ひかり(3年)・下根くるみ(3年)ペア

→ 予選 1位通過 →初戦突破ならず

（団体戦・決勝トーナメント） 野球

1回戦 対 鳥南中 3 - 1 ○ 1 回戦 対 弓ヶ浜中 2 - 3 ●（延長 10回プレーオフ）
2回戦 対 湊山中 0 - 3 ●

（個人戦） 濱崎北大(3年) ベスト１６

野球トスク杯

男子バレー部の3年生は山本昇吾君（左）と森田有君（右）の二人だけ。1年次
からひたむきに練習を積み重ねてきた。3年生が少ない分、今年はどうしてもチ
ーム力としては苦しかったが、それでも県3位の成績は立派。

ソフトテニスの片岡君・村上君のペアは、格
上と目されていた相手を2試合続けて破り、中
国大会出場まであと1勝に迫る躍進を見せた。

5年ぶり県出場の女子バレー、東部総体では敗
れた気高中を今度はストレートで破り、決勝リ
ーグに勝ち上がった。

陸上男子3000ｍ、先頭集団で力走する若松君（中
央）。この後、残り1000ｍを切ってから他選手の
転倒に巻き込まれ、懸命に追走するも8位という悔
しい結果に。この悔しさを駅伝にぶつける。
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7月27日に行われた3回戦では
鹿野学園に7回2対2の時間切れから抽選により勝利。
8月10日の準決、決勝では、まず八頭中との準決勝戦で
中島公輝君（3年）・尾崎透生君（2年）－中島亮輔君
（3年）のバッテリーで7対0で完封、続く桜ヶ丘中との
決勝戦でも坂本大河君（3年）－吉田虎彦君（2年）のバッテリーで2対0で完封。打って
は6回のチャンスで代打濱崎晴大君（3年）がセンターオーバーの3塁打を放って試合を決
めた。


